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新
し
い
年
を
迎
え
、
会
員
皆

様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
宮
城
県
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
の
事
業
運
営
を

進
め
る
中
で
、
各
市
町
村
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
皆
様
に
は
多

大
な
る
ご
指
導
、
ご
支
援
、
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
計
画
通
り

事
業
を
進
め
る
事
が
で
き
ま

し
た
。
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年

９
ヶ
月
が
過
ぎ
、
被
災
地
で
は

故
郷
の
復
興
活
動
に
懸
命
の

努
力
が
続
け
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
道
は
険
し
く
、
新
年
を
仮

設
住
宅
で
迎
え
ら
れ
た
多
く

の
方
々
に
今
年
こ
そ
希
望
に

満
ち
た
最
良
の
年
に
な
り
ま

す
よ
う
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。

宮
城
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

は
「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」
の

三
大
活
動
を
基
軸
に
、
多
彩
な

活
動
を
通
し
て
明
る
い
長
寿

社
会
づ
く
り
を
展
開
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

新
し
い
年
も
「
の
ば
そ
う
！

健
康
寿
命
、
担
お
う
！
地
域
づ

く
り
を
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ

に
、「
新
地
域
支
援
事
業
」
や

「
会
員
一
万
人
増
強
運
動
」
を

最
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
少
子
高
齢

化
社
会
が
進
む
中
、
老
人
ク
ラ

ブ
は
地
域
を
基
盤
と
す
る
高

齢
者
の
組
織
で
あ
り
、
生
き
が

い
と
健
康
づ
く
り
を
進
め
、
高

齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
安
全
に
暮
ら
し
続
け
る

た
め
、
地
域
住
民
・
団
体
に
よ

る
支
え
合
い
体
制
が
必
要
で

あ
り
ま
す
。「
友
愛
活
動
」「
見

守
り
活
動
」「
サ
ロ
ン
活
動
」

「
生
活
支
援
」
等
を
行
う
役
割

を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
の
見
直
し

に
よ
る
「
新
地
域
支
援
事
業
」

や
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
」
へ
の
理
解
を
深
め
、
高
齢

者
振
り
込
め
詐
欺
、
お
れ
お
れ

詐
欺
へ
の
対
策
、
高
齢
者
の
交

通
事
故
防
止
等
、
課
題
は
山
積

し
て
お
り
ま
す
。
行
政
や
関
係

機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
、
協

同
協
力
す
る
事
が
益
々
重
要

に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
会
員
増
強
運
動
」
に
つ
き

ま
し
て
は
、
始
め
て
か
ら
三
年

に
な
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
増

強
に
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
あ
と
二
年
、
平
成
三
十

年
度
ま
で
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
増
強
運

動
の
方
法
の
再
検
討
の
必
要

も
あ
り
ま
す
。
単
位
ク
ラ
ブ

の
会
長
の
成
り
手
が
い
な
い
、

リ
ー
ダ
ー
不
足
、
女
性
部
や
若

手
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
が
最
重

要
課
題
で
あ
り
ま
す
。
市
町
村

老
連
の
皆
さ
ん
が
「
仲
間
を
増

や
す
」「
一
人
が
一
人
を
増
や

す
」、
一
人
で
も
多
く
の
会
員

増
強
を
年
頭
に
当
た
り
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
県
老
連
と

市
町
村
老
連
が
共
に
連
携
し
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
会
員
増
強

運
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ご
協
力
ご
支
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

宮
城
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
事
業
運
営
に
対
し
ま
し
て
、

宮
城
県
並
び
に
県
・
市
町
村
社

会
福
祉
協
議
会
は
じ
め
関
係
機

関
皆
様
方
に
は
、
多
大
な
る
ご

指
導
、
ご
支
援
、
ご
理
解
を
頂

戴
し
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
新
年
度
も
、
変

わ
ら
ぬ
ご
指
導
、
ご
支
援
宜
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
し
い
年
が
会
員
皆
様
の
素

晴
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ

う
、
益
々
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

 

平
成
28
年
度
の
行
事
予
定

１　

県
内
の
行
事

①
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

　

講
座

　

厚
生
労
働
省
が
平
成
15
年
か

ら
全
国
に
展
開
し
て
い
る
「
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
１
０
０
万
人

キ
ャ
ラ
バ
ン
事
業
」
の
一
環
と

し
て
、
地
域
住
民
が
認
知
症
に

つ
い
て
学
び
、
身
近
に
い
る
認

知
症
の
人
や
家
族
の
良
き
理
解

者
と
な
る
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成

す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て

お
り
ま
す
。

【
１
月
17
日
】
色
麻
町
老
連

【
１
月
24
日
】
大
郷
町
老
連

【
１
月
25
日
】
大
崎
市
松
山
地
区

【
１
月
31
日
】
富
谷
市
老
連

【
２
月
１
日
】 

多
賀
城
市
老
連

【
２
月
８
日
】 

大
和
町
老
連

【
２
月
９
日
】 

南
三
陸
町
老
連

【
２
月
13
日
】
本
吉
町
老
連

【
２
月
15
日
】
蔵
王
町
老
連

【
２
月
16
日
】
角
田
市
老
連

【
２
月
17
日
】
登
米
市
迫
地
区

【
２
月
20
日
】
村
田
町
老
連

【
２
月
21
日
】
七
ヶ
浜
町
老
連

【
２
月
23
日
】
石
巻
市
河
北
支
部

【
２
月
24
日
】
石
巻
市
石
巻
支
部

②
女
性
リ
ー
ダ
ー
活
動
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

公
益
財
団
法
人　

宮
城
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長　

武
山　
　

萬



　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
新
し
い
年
を
迎
え
る

に
当
た
り
、
県
民
の
皆
様
の
御
健

勝
と
御
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
年
頭
に
、
私
は
「
金
」

を
そ
の
年
の
思
い
を
込
め
た
一

字
と
し
ま
し
た
が
、
リ
オ
デ
ジ
ャ

ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
は
宮
城
県
ゆ
か
り

の
選
手
が
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
ダ
ブ
ル
ス
の

髙
橋
礼
華
さ
ん
と
松
友
美
佐
紀

さ
ん
が
金
メ
ダ
ル
を
、
卓
球
の
福

原
愛
さ
ん
と
ウ
ィ
ル
チ
ェ
ア
ー

（
車
い
す
）
ラ
グ
ビ
ー
の
庄
子
健

さ
ん
が
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
さ
れ
、

私
た
ち
県
民
に
勇
気
と
感
動
を

与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
石

巻
市
立
病
院
の
再
開
や
三
陸
縦

貫
自
動
車
道
の
延
伸
な
ど
、
震
災

か
ら
の
復
興
が
着
実
に
進
み
、
さ

ら
に
、
医
学
部
の
新
設
や
仙
台
空

港
民
営
化
な
ど
「
創
造
的
復
興
」

に
向
け
て
種
を
ま
い
て
き
た
取
組

が
次
々
と
花
開
い
た
年
で
し
た
。

　

一
方
、
高
齢
者
の
見
守
り
に
も

力
を
入
れ
，
全
国
に
先
駆
け
て
、

県
内
全
て
の
金
融
機
関
や
農
協

等
各
団
体
と
協
定
を
結
び
、
地
域

に
溶
け
込
ん
で
い
る
事
業
者
の

見
守
り
活
動
に
よ
り
、
高
齢
者
の

方
々
の
生
活
の
安
心
を
支
え
る

こ
と
が
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、「
宮
城
県
震
災
復
興

計
画
」（
平
成
23
年
10
月
策
定
）

に
定
め
る
「
再
生
期
」
の
最
終
年

に
当
た
り
ま
す
。
昨
年
に
引
き
続

き
、「
迅
速
な
震
災
復
興
」、「
産

業
経
済
の
安
定
的
な
成
長
」、「
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
宮
城
」、「
美
し

く
安
全
な
県
土
の
形
成
」
を
政
策

推
進
の
基
本
と
し
て
、
復
旧
・
復

興
に
向
け
た
施
策
に
最
優
先
で

取
り
組
む
と
と
も
に
、
人
口
減
少

対
策
や
地
域
経
済
の
活
性
化
、
地

方
創
生
と
地
方
分
権
の
取
組
も

併
せ
て
推
進
し
、
平
成
30
年
か
ら

の
「
発
展
期
」
に
つ
な
げ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、「
政
宗
が
育
ん
だ
“
伊

達
”
な
文
化
」
が
日
本
遺
産
に
認

定
さ
れ
ま
し
た
が
、
伊
達
政
宗
生

誕
４
５
０
周
年
を
迎
え
る
様
々

な
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
一

方
、
介
護
の
分
野
で
は
、
全
国
の

介
護
や
行
政
関
係
者
、
地
域
の

方
々
な
ど
が
集
ま
り
、
介
護
現
場

を
取
り
巻
く
環
境
や
課
題
、
介
護

保
険
制
度
の
進
む
べ
き
方
向
性

に
つ
い
て
話
し
合
う
「
第
18
回
介

護
保
険
推
進
全
国
サ
ミ
ッ
ト
in

い
わ
ぬ
ま
」
が
10
月
に
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

県
は
現
在
、
高
齢
者
の
皆
様
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
そ
の
人
ら

し
い
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
う

に
、
医
療
・
介
護
等
の
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
が
切
れ
目
な
く
提
供

さ
れ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
を
推
進
し
て
お
り
、
老
人
ク
ラ

ブ
会
員
の
皆
様
が
取
り
組
ま
れ

て
い
る
地
域
の
支
え
合
い
活
動

は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を

推
進
す
る
上
で
、
極
め
て
重
要
な

活
動
で
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
化
率
世
界
一
と
な
っ
た

日
本
に
お
い
て
、
私
は
、
元
気
な

高
齢
者
が
様
々
な
分
野
で
活
躍

し
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
会
員
の
皆

様
に
は
そ
の
お
手
本
と
な
っ
て
、

元
気
高
齢
者
に
満
ち
た
宮
城
を

創
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
姿
が
震
災
支

援
に
応
え
る
「
宮
城
モ
デ
ル
」
に

も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

復
旧
・
復
興
へ
の
道
の
り
は
ま

だ
続
き
ま
す
が
、
ふ
る
さ
と
宮
城

の
再
生
と
発
展
の
た
め
、
会
員
の

皆
様
と
共
に
進
ん
で
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ

り
一
層
の
御
理
解
と
御
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
１
月
19
日
】

「
第
２
回
女
性
委
員
会
」

（
ホ
テ
ル
白
萩
）

③
高
齢
者
相
互
支
援

　

推
進
啓
発
事
業

【
１
月
27
日
】

「
第
４
回
モ
デ
ル
指
定
老
連
関

係
者
連
絡
会
議
」

（
ホ
テ
ル
白
萩
）

④
理
事
会
・
評
議
員
会

【
３
月
７
日
】

「
第
８
回
理
事
会
」

（
ホ
テ
ル
白
萩
）

【
３
月
17
日
】

「
第
６
回
評
議
員
会
」

（
ホ
テ
ル
白
萩
）

⑤
市
町
村
老
連
会
長
・
事
務
担

当
者
合
同
会
議

【
３
月
24
日
】

「
市
町
村
老
連
会
長
・
事
務
担

当
者
合
同
会
議
」（
ホ
テ
ル
白
萩
）

２　

全
国
の
行
事

【
２
月
15
日
～
16
日
】

第
22
回
在
宅
福
祉
を
支
え
る
友

愛
活
動
セ
ミ
ナ
ー
（
東
京
都
）

【
３
月
14
日
】

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
理
事

会
・
評
議
員
会
（
東
京
都
）
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ふ
る
さ
と
宮
城
の

「
再
生
」
か
ら
「
発
展
」
へつ
な
げ
る
年
に

宮
城
県
知
事　

村
井　

嘉
浩



税
と
遺
言
書
の
お
話
」
と
題

し
講
話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
活
動
事
例
報
告
と
し

て
「
第
12
期
モ
デ
ル
事
業
の

実
施
状
況
に
つ
い
て
」、
モ

デ
ル
指
定
８
老
連
の
代
表
者

か
ら
活
動
の
事
例
や
事
業
推

進
上
の
課
題
等
に
つ
い
て
、

２
年
間
の
モ
デ
ル
指
定
の
成

果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
友
愛
活
動
の
輪
を
広
げ

ま
し
ょ
う
」
の
合
言
葉
の
も

と
、
同
世
代
の
仲
間
の
心
と

心
を
つ
な
い
で
、
笑
顔
の
あ

る
楽
し
い
暮
ら
し
を
築
い
て

い
き
ま
し
ょ
う
！

　

７
月
29
日
（
金
）
仙
台
市

青
葉
区
の
「
ホ
テ
ル
白
萩
」

を
会
場
に
各
市
町
村
老
連
か

ら
若
手
リ
ー
ダ
ー
57
名
が
出

席
し
て
研
修
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

武
山
萬
会
長
の
挨
拶
の

後
、
県
警
本
部
の
生
活
安
全

部
生
活
安
全
企
画
課
犯
罪
抑

止
対
策
室
犯
罪
抑
止
対
策
係

長　

松
木
崇
晋
（
た
か
ゆ

き
）
氏
か
ら
、「
特
殊
詐
欺

被
害
の
現
状
と
被
害
に
遭
わ

な
い
た
め
の
対
策
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
県
内
の
平
成

26
・
27
年
度
の
年
間
詐
欺
被

害
額
が
２
年
連
続
で
10
億
円

を
超
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

急
増
す
る
「
オ
レ
オ
レ
詐

欺
」「
架
空
請
求
詐
欺
」「
還

付
金
詐
欺
」
の
最
近
の
だ
ま

し
の
手
口
に
つ
い
て
の
具
体

例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
特

に
カ
バ
ン
を
「
盗
ま
れ
た
」

や
「
タ
ク
シ
ー
に
置
き
忘
れ

た
」
な
ど
の
「
オ
レ
オ
レ
詐

欺
」
の
ケ
ー
ス
で
は
、
被
害

者
の
多
く
は
お
金
を
渡
し
て

す
ぐ
に
被
害
に
気
付
い
て
お

り
ま
す
。
お
金
を
お
ろ
し
に

行
く
前
に
、
そ
し
て
他
人
に

お
金
を
渡
す
前
に
、「
必
ず

家
族
に
確
認
を
！
」
す
る
よ

う
に
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ

り
ま
し
た
。

　

講
演
終
了
後
、
平
成
27
年

度
に
実
施
し
た
「『
高
齢
消

費
者
被
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
』
モ
デ
ル
事
業
の
取
り
組

み
状
況
」
に
つ
い
て
、
石
巻

市
石
巻
支
部
老
連
の
相
澤
政

助
会
長
か
ら
活
動
報
告
が
あ

り
、
見
守
り
サ
ポ
ー
タ
ー
の

役
割
と
し
て
、「
情
報
を
伝9

え
る
9

9

・
地
域
の
中
で
気
に
か

9

9

9

け
る
9

9

・
関
係
機
関
に
つ
な
げ

9

9

9

る9

」
こ
と
な
ど
が
特
に
大
切

で
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

《
県
内
の
で
き
ご
と
》

　

12
月
９
日
（
金
）
仙
台
市

青
葉
区
「
ホ
テ
ル
白
萩
」
を

会
場
に
モ
デ
ル
老
連
の
シ
ル

バ
ー
リ
ー
ダ
ー
や
市
町
村
老

連
の
友
愛
活
動
担
当
役
員

等
、
約
１
４
０
名
の
出
席
者

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

武
山
萬
会
長
挨
拶
の
後
、

仙
台
市
太
白
区
に
事
務
局
を

置
く
宮
城
県
地
域
密
着
型
プ

ロ
集
団
「
シ
ル
バ
ー
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ
」
の
税
理
士
：
椎
木

秀
行
氏
、
司
法
書
士
：
高
橋

英
之
氏
の
２
名
か
ら
「
相
続

若
手
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

高
齢
者
相
互
支
援
推
進
啓
発
事
業

シ
ル
バ
ー
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
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事
業
報
告

平
成
28
年
度

研
修
会
・
セ
ミ
ナ
ー
報
告



　

午
後
か
ら
は
、
仙
台
大
学

学
生
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
取
り
入
れ
た
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
で
身
体
を
ほ
ぐ
し
て
か

ら
、
４
班
に
分
か
れ
て
５
種

目
の
体
力
測
定
を
実
施
い
た

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
体
力
測
定
の

結
果
か
ら
、
本
県
高
齢
者
の

バ
ラ
ン
ス
能
力
（
開
眼
片
足

立
ち
）
が
全
国
平
均
（
60
秒

超
）
に
比
べ
て
非
常
に
低

い
（
20
秒
以
下
）
と
の
結
果

　

本
年
で
14
年
目
と
な
っ
た

健
康
づ
く
り
研
修
会
が
県
内

７
地
区
に
お
い
て
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

各
会
場
に
お
い
て
、
仙
台

大
学
統
括
副
学
長
・
教
授
の

鈴
木
省
三
先
生
、
准
教
授
の

竹
村
英
和
先
生
、
内
丸
仁
先

生
か
ら
午
前
は
健
康
講
座

「
心
と
体
の
健
康
」
を
受
講

し
、「
酒
・
運
動
は
百
薬
の

長
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の

薬
は
「
ほ
ろ
酔
い
が
上
限
・

ほ
ど
ほ
ど
が
上
限
」
と
の
ア

ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

　

８
月
31
日
（
水
）
仙
台
市

青
葉
区
の
「
ホ
テ
ル
白
萩
」

を
会
場
に
女
性
リ
ー
ダ
ー
等
、

約
２
４
０
名
が
参
加
し
セ
ミ

ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
行
事
と
し
て
「
老
人

ク
ラ
ブ
の
歌
」
や
「
私
た
ち

の
誓
い
」
を
参
加
者
全
員
で

歌
い
、
誓
っ
た
後
、
武
山
萬

会
長
と
佐
藤
純
子
女
性
委
員

会
委
員
長
の
挨
拶
の
後
、
宮

城
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の

田
中
幸
子
消
費
生
活
専
門
相

談
員
か
ら
「
消
費
者
被
害
の

防
止
と
地
域
で
で
き
る
見
守

り
」
と
題
し
、
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。「
悪
質
業
者
は
高

齢
者
を
狙
っ
て
お
り
、
高
齢

者
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で

は
、『
①
悪
質
業
者
は
や
さ

し
い
言
葉
で
近
寄
っ
て
き

て
、
話
し
相
手
に
な
っ
て
く

れ
る
こ
と
か
ら
、
だ
ま
さ
れ

た
こ
と
に
気
づ
き
に
く
い
。

②
被
害
に
あ
っ
た
こ
と
を
恥

ず
か
し
く
思
い
、
誰
に
も
相

談
し
な
い
。』
等
の
特
徴
が

あ
り
ま
す
。　
　

　

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
く
い

止
め
る
た
め
に
は
、
高
齢
者

と
日
常
的
に
接
し
て
い
る
身

近
な
方
々
が
、
ま
ず
変
化
に

気
づ
き
、
相
談
機
関
に
つ
な

ぐ
こ
と
が
重
要
で
す
。」
と
の

ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
白
石
市
老
連
の

「
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
」

「
こ
れ
か
ら
音
頭
」、
佐
藤
純

子
委
員
長
か
ら
の
「
都
道
府

県
女
性
代
表
者
会
議
の
概
要

に
つ
い
て
」
の
基
調
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。　
　

　

最
後
に
、
色
麻
町
、
角
田

市
、
七
ヶ
浜
町
の
３
老
連
の

女
性
部
長
か
ら
の
活
動
事
例

の
発
表
が
あ
り
、
地
域
に
お

け
る
女
性
会
員
皆
さ
ん
の
活

躍
の
様
子
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。

女
性
リ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー

健
康
づ
く
り
研
修
会
〈
県
内
７
地
区
〉
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れ
て
い
た
大
会
が
１
日
順
延

と
な
っ
た
た
め
、
参
加
者
が

や
や
減
少
す
る
こ
と
と
な
っ

た
も
の
の
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
、
ペ
タ
ン
ク
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
の
３
競
技
を
通

じ
、
健
康
保
持
・
増
進
と
参

加
者
相
互
の
親
睦
を
図
る
楽

し
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

10
月
７
日
（
金
）
大
和
町

宮
床
の
「
大
和
町
総
合
運
動

公
園
」
を
会
場
に
、
シ
ニ
ア

ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
県
内
33
の

市
町
村
老
連
か
ら
選
手
・
関

係
者
約
６
５
０
名
が
参
加
し

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

台
風
18
号
の
影
響
に
よ
り

前
日
６
日
（
木
）
に
予
定
さ

第
21
回
宮
城
県
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
大
会
〈
大
和
町
〉

【
競
技
結
果
】（
敬
称
略
）

●
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
部

　

・
男
子
の
部

　
　

優　

勝　

根
元
和
夫
（
大
和
町
老
連
）、
準
優
勝　

西
大
條
英
幸
（
多
賀
城
市
老
連
）、

　
　

第
３
位　

遠
藤
行
夫
（
白
石
市
老
連
）、
第
４
位　

千
葉
六
郎
（
大
崎
市
老
連
）、

　
　

第
５
位　

小
野
重
雄
（
大
郷
町
老
連
）

　

・
女
子
の
部

　
　

優　

勝　

赤
間
ち
よ
子
（
大
郷
町
老
連
）、
準
優
勝　

髙
橋
春
枝
（
登
米
市
老
連
）、

　
　

第
３
位　

山
本
美
子
（
石
巻
市
老
連
）、
第
４
位　

渡
邊
け
い
子
（
白
石
市
老
連
）、

　
　

第
５
位　

阿
部
陽
子
（
登
米
市
老
連
）

●
ペ
タ
ン
ク
の
部

　
　

優　

勝　

角
田
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
準
優
勝　

女
川
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、

　
　

第
３
位　

名
取
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

●
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
部

　
　

優　

勝　

川
崎
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、

　
　

準
優
勝　

大
崎
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
Ａ
チ
ー
ム
、

　
　

第
３
位　

多
賀
城
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

を
受
け
、「
足
指
筋
力
測
定
」

に
続
き
、
一
昨
年
度
か
ら
新

た
に
移
動
能
力
を
知
る
た
め

の
「
タ
イ
ム
ア
ッ
プ
ゴ
ー
」

（
椅
子
か
ら
立
ち
上
が
り
３

ｍ
先
の
目
印
を
折
り
返
し
、

再
び
椅
子
に
座
る
ま
で
の
時

間
を
計
測
す
る
も
の
）
を
加

え
て
お
り
ま
す
。

　

健
康
で
長
生
き
を
し
て
元

気
で
活
力
の
あ
る
生
活
を
続

け
る
た
め
、
姿
勢
と
柔
軟

性
、
筋
力
、
足
指
の
機
能
を

改
善
し
、
転
倒
・
骨
折
・
寝

た
き
り
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
！
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開催地区

石巻地区
仙南地区
仙台地区
栗原地区
気仙沼・本吉地区
登米地区
大崎地区

開催月日

平成 28 年 9 月  8 日（木）
平成 28 年 9 月  9 日（金）
平成 28 年 9 月 14 日（水）
平成 28 年 9 月 15 日（木）
平成 28 年 9 月 16 日（金）
平成 28 年 9 月 26 日（月）
平成 28 年 9 月 30 日（金）

　　開催会場

女川町総合運動公園
仙台大学
大和町鶴巣教育ふれあいセンター
栗原市若柳公民館
南三陸町スポーツ交流村
登米市豊里公民館
涌谷町公民館

参加者数

117 名
94 名
98 名
94 名
87 名
93 名
85 名



り
入
れ
る
こ
と
が
不
可
欠
で

あ
る
～
と
熱
く
、
ま
た
時
に

は
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら

話
さ
れ
、
参
加
者
か
ら
は
盛

大
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。

　

第
二
部
の
式
典
で
は
、
永

年
に
亘
り
福
祉
事
業
や
社
会

に
貢
献
さ
れ
老
人
ク
ラ
ブ
の

発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
老
人

福
祉
事
業
功
労
者
28
名
、
優

４
０
４
名
で
し
た
。

　

今
回
の
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

は
、
活
力
あ
る
高
齢
社
会

づ
く
り
に
向
け
、
老
人
ク
ラ

ブ
を
取
り
巻
く
状
況
を
理
解

し
、
地
域
を
担
う
老
人
ク
ラ

ブ
の
役
割
を
確
認
す
る
と
と

も
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー

ダ
ー
の
資
質
向
上
を
図
る
こ

　

11
月
16
日
（
水
）
岩
沼
市

の
「
岩
沼
市
民
会
館
」
を
会

場
に
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
県

内
各
市
町
村
か
ら
会
員
、
関

係
者
約
千
名
の
参
加
を
得
て

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
岩

沼
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の

「
土
ヶ
崎
白
桜
会
」「
長
岡
長

寿
会
：
長
田
英
子
さ
ん
」「
岩

沼
み
ど
り
会
」
の
皆
様
に
よ

る
「
踊
り
」「
合
唱
」
が
披

露
さ
れ
会
場
か
ら
は
、
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
村
井
嘉
浩

宮
城
県
知
事
の
記
念
講
演
が

行
わ
れ
「
宮
城
県
が
取
り
組

む
創
造
的
な
復
興
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
、「
震
災
か

ら
の
復
旧
・
復
興
の
現
状
」

の
ほ
か
、「
創
造
的
な
復
興

に
つ
い
て
」
で
は
、
～
復
興

を
成
し
遂
げ
る
に
は
、
従
来

と
は
違
っ
た
新
た
な
制
度
設

計
や
思
い
切
っ
た
手
法
を
取

　

・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク

ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
〈
秋

田
県
〉

　

７
月
14
日
（
木
）
か
ら
15

日
（
金
）
に
秋
田
県
鹿
角
市

「
ホ
テ
ル
鹿
角
」
で
開
催
さ

れ
た
研
修
会
に
は
、
本
県
か

ら
武
山
萬
会
長
を
は
じ
め
36

名
が
参
加
、
総
参
加
者
数
は

第
37
回
宮
城
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
〈
岩
沼
市
〉

《
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
の
出
来
事
》

良
老
人
ク
ラ
ブ
24
団
体
、
社

会
貢
献
活
動
ク
ラ
ブ
13
団
体

が
武
山
萬
会
長
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
月
９
日
（
水
）

か
ら
10
日
（
木
）
に
富
山
県

で
開
催
さ
れ
た
全
国
老
人
ク

ラ
ブ
大
会
お
い
て
全
老
連
会

長
か
ら
「
優
良
郡
市
区
町
村

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
表
彰
」

を
受
け
た
「
石
巻
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
」
の
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
。

と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

１
日
目
の
開
会
式
に
お
い

て
は
、
全
老
連
の
副
会
長
で

も
あ
る
武
山
萬
県
老
連
会
長

か
ら
の「
開
会
の
あ
い
さ
つ
」

の
後
、
全
老
連
齊
藤
秀
樹
常

務
理
事
か
ら
「
老
人
ク
ラ
ブ

組
織
の
発
展
に
向
け
て
」
～

全
国
運
動
、
行
動
提
案
等
～

と
題
し
、
基
調
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
５
～
６
名
に
分
け

た
グ
ル
ー
プ
討
議
で
は
、「
新

規
ク
ラ
ブ
を
ど
う
立
ち
上
げ

る
？
」
の
テ
ー
マ
で
話
し
合

い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
岩
手
・
宮
城
・

秋
田
の
３
県
の
代
表
者
か
ら

事
例
発
表
が
あ
り
、
本
県
か

ら
は
、
石
巻
市
老
連
会
長
で

も
あ
る
武
山
萬
県
老
連
会
長

か
ら「
若
手
委
員
会
の
設
立
」

と
題
し
、
県
内
で
初
め
て
正

式
に
若
手
委
員
会
を
組
織
す

る
に
至
っ
た
経
緯
等
に
つ
い

て
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
、
福
島
県
で
の

開
催
が
決
定
し
ま
し
た
。
皆

様
、是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
『
メ
イ
ン
テ
ー
マ　

～
の

ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、
担
お

う
！
地
域
づ
く
り
を
～
』

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
〈
秋
田
県
〉
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11
月
９
日
（
水
）
か
ら
10

日
（
木
）
に
富
山
県
「
富
山

市
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
」
他
で

開
催
さ
れ
た
大
会
に
は
、
本

県
か
ら
武
山
萬
会
長
を
は
じ

め
９
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
日
に
開
催
さ
れ
た
活
動

交
流
部
会
で
は
「
①
地
域
に

健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
活

動
の
輪
を
広
げ
よ
う
、
②
未

設
置
地
区
に
ク
ラ
ブ
を
つ
く

ろ
う
、
③
演
じ
る
活
動
」
の

３
テ
ー
マ
に
分
か
れ
て
の
発

表
・
討
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

２
日
目
の
式
典
に
お
い
て

は
、「
優
良
郡
市
区
町
村
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
表
彰
」
と

し
て
石
巻
市
老
連
が
全
老
連

会
長
表
彰
を
受
章
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
閉
会
式
で
は
、
全

老
連
の
副
会
長
で
も
あ
る
武

山
萬
県
老
連
会
長
か
ら
「
閉

会
の
言
葉
」
が
あ
っ
た
後
、

全
員
で
「
青
い
山
脈
」
を
合

唱
し
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
、
京
都
府
で
の

開
催
と
な
り
ま
す
。
皆
様
の

参
加
を
お
待
ち
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

第
45
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
〈
富
山
県
〉

《
全
国
の
で
き
ご
と
》

　

介
護
保
険
制
度
が
見
直
さ

れ
、
介
護
度
が
要
支
援
１
・

２
の
人
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
一

部
（
訪
問
介
護
、
通
所
介

護
）
は
保
険
者
で
あ
る
市
町

村
の
行
政
に
委
ね
ら
れ
、
平

成
27
年
度
か
ら
平
成
29
年
度

ま
で
の
３
か
年
以
内
に
、
市

町
村
独
自
の
「
新
地
域
支
援

事
業
（
新
し
い
介
護
予
防
・

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
）」

で
対
応
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
「
新
地
域
支
援
事
業
」で
は
、

私
た
ち
高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し

続
け
る
た
め
に
、
地
域
団
体

や
住
民
参
加
に
よ
る
支
え
合

い
の
体
制
を
作
る
こ
と
が
必

要
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
老
人
ク
ラ
ブ

が
現
在
行
っ
て
い
る
「
友
愛

活
動
」
や
「
見
守
り
活
動
」

「
サ
ロ
ン
活
動
」
な
ど
が
、

高
齢
者
の
在
宅
生
活
を
支
え

る
「
新
地
域
支
援
事
業
」
と

し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
、
市

町
村
行
政
と
相
談
し
て

進
め
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

①
速
や
か
に
市
町
村

行
政
の
対
応
計
画
を
把

握
し
、
市
町
村
長
や
担

当
者
に
老
人
ク
ラ
ブ
の

事
業
（
活
動
）
を
説
明

し
て
、「
新
地
域
支
援

事
業
」
と
の
関
連
を
再

認
識
し
て
も
ら
う
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
！

　

②
各
市
町
村
老
連
が

「
協
議
体
（
関
係
団
体
等

に
よ
る
議
論
の
場
）」
へ

参
加
で
き
る
よ
う
、
そ
し

て
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
事
業

（
活
動
）
が
「
新
地
域
支

援
事
業
」
と
し
て
認
め

ら
れ
る
よ
う
、
市
町
村

に
対
し
積
極
的
に
働
き

か
け
ま
し
ょ
う
！

　

③
「
新
地
域
支
援
事

業
」
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
一
層
活

性
化
さ
せ
て
、「
会
員
１
万

人
増
強
運
動
」
に
弾
み
を
つ

け
ま
し
ょ
う
！

あ
な
た
の
老
連
は
「
協
議
体
」
へ
参
加
し
て
い
ま
す
か
？

　
　
　
「
新
地
域
支
援
事
業
」
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【会員１万人増強運動】市町村老連別
「数値目標＆実績」（H26～H30）

※本資料は、宮城県保健福祉部長寿社会政策課が各年３月３１日現在で集計した統計を基に作成
　したもの。
※県資料を基としたため、本吉町老連は気仙沼市老連に含む。

Ｈ28.4.1 現在
（公財）宮城県老連※基準日：H25.4.1

石 巻 市
塩 釜 市
気仙沼市
白 石 市
名 取 市
角 田 市
多賀城市
岩 沼 市
登 米 市
栗 原 市
東松島市
大 崎 市
小 計
蔵 王 町
七ヶ宿町
大河原町
村 田 町
柴 田 町
川 崎 町
丸 森 町
小 計
亘 理 町
山 元 町
松 島 町
七ヶ浜町
利 府 町
大 和 町
大 郷 町
富 谷 町
大 衡 村
小 計
色 麻 町
加 美 町
涌 谷 町
美 里 町
女 川 町
南三陸町
小 計
合 計

区分

老連名
97 
35 
54 
33 
42 
62 
24 
32 

162 
164 
29 

124 
858 
17 
7 

20 
16 
23 
19 
20 

122 
29 
5 

12 
12 
19 
50 
25 
13 
13 

178 
16 
50 
36 
18 
6 
0 

126 
1,284 

91
35
55
32
40
53
24
28

154
155
35
98

800
17
5

19
16
21
19
21

118
38
5

12
12
19
49
24
13
13

185
15
48
37
17
6

25
148

1,251

90
33
53
23
32
49
24
28

150
154
34
92

762
15
6

18
16
20
18
20

113
34
5

12
12
19
49
23
13
13

180
15
47
37
15
8

24
146

1,201

クラブ数 クラブ数 クラブ数クラブ数

3,696 
1,217 
2,041 
1,514 
1,687 
2,106 
1,084 
1,211 
7,194 
5,516 
1,038 
5,019 

33,323 
919 
135 
751 
503 
834 
533 
784 

4,459 
1,408 

211 
830 
677 
984 

2,307 
602 
860 
468 

8,347 
425 

2,378 
1,296 

915 
202 

0 
5,216 

51,345 

△ 7
△ 2
△ 1

△ 10
△ 10
△ 13

0
△ 4

△ 12
△ 10

5
△ 32
△ 96
△ 2
△ 1
△ 2

0
△ 3
△ 1

0
△ 9

5
0
0
0
0

△ 1
△ 2

0
0
2

△ 1
△ 3

1
△ 3

2
24
20

△ 83

△ 480
△ 178
△ 26

△ 225
△ 498
△ 595
△ 122
△ 209
△ 776
△ 557

104
△ 1,353
△ 4,915

△ 243
18

△ 119
△ 96

△ 162
6

△ 220
△ 816

△ 5
△ 19

△ 108
△ 86
△ 14
△ 81
△ 64
△ 12
△ 62

△ 451
△ 90

△ 193
△ 52
△ 90

73
698
346

△ 5,836

3,337
1,155
2,080
1,448
1,426
1,692
1,034
1,023
6,779
5,098
1,230
3,966

30,268
840
143
670
422
760
562
742

4,139
1,638

195
765
595
990

2,229
554
858
441

8,265
376

2,261
1,284

873
206
752

5,752
48,424

3,216
1,039
2,015
1,289
1,189
1,511

962
1,002
6,418
4,959
1,142
3,666

28,408
676
153
632
407
672
539
564

3,643
1,403

192
722
591
970

2,226
538
848
406

7,896
335

2,185
1,244

825
275
698

5,562
45,509

720
237
398
295
329
410
211
236

1,401
1,074

202
978

6,490
179
26

146
98

162
104
153
868
274
41

162
132
192
449
117
167
91

1,626
83

463
252
178
39
0

1,016
10,000

会員数 会員数 会員数会員数
5 年間の
数値目標

（H31.4）

H25.4.1 現在① H27.4.1 現在 H28.4.1 現在② ② H28 ─① H25
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会員の皆様、ご協力ありがとうございました。
「熊本県及び岩手県の災害に係る救援拠金等」のご報告

【熊本県：地震災害】４月１４日　マグニチュード　６．５　　最大震度　７
４月１６日　マグニチュード　７．３　　最大震度　７

【岩手県：台風災害】８月３０日「台風１０号」
　
標記救援拠金等につきましては、平成２８年１２月２８日現在において、下記のとおりとなっ
ておりますのでご報告いたします。

◎救援拠金額（平成 28 年 12 月 28 日現在）　

　※岩手県の第１次振込額には、３市町が第２次分として拠金された３３８, ８００円も
　　含まれております。　　

◎元気袋

タオル・石鹸・ウエットティッシュ等を入れた
「元気袋」50 個を女性委員会及び各老連女性部
有志の方々に作成していただき、８月 17 日に
熊本市老連に送付いたしました。

第１次振込額

２，７１１，５６４円

６５２，６４０円

第２次振込額

２，６９８，２２６円

１，２７６，４８４円

合　　計　　額

５，４０９，７９０円

１, ９２９，１２４円

熊本県老連

岩手県老連

事
務
局
体
制

・
常
務
理
事
・
事
務
局
長　

赤
間　

明

・
事
務
局
次
長　
　
　
　

兵
藤　

玲
子

・
嘱
託　
　
　
　
　
　
　

井
上　

静
香

記
事
な
ど
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
先

〒
９
８
０
─
０
０
１
１

仙
台
市
青
葉
区
上
杉
一
丁
目
２
番
３
号

宮
城
県
自
治
会
館
内

公
益
財
団
法
人

宮
城
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
あ
て

電　

話 

０
２
２
（
２
２
３
）
１
１
５
６

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
２
（
２
２
３
）
１
１
６
１

【今後の取り組みに向けて】
～会員1万人増強運動～

①単位クラブはまずあと一人の加入増（前年度より）を！
②解散クラブの防止を！
③未結成地域に新規クラブの立ち上げを！

老人クラブ会員章
　全国老人クラブ連合会では、老人クラブ会員章
を頒布しています。
　会員章は、会員一人ひとりの
意欲とクラブの誇りを示すシン
ボルです。会員章を胸に、クラブ
活動の輪を広げましょう。
【頒布代】1,000円／１口（ほかに送料120円
が必要です）。
◎20口以上は@900円。
■お問い合わせ先
　公益財団法人　宮城県老人クラブ連合会事務局
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■お問い合わせ
〒980-0801
宮城県仙台市青葉区木町通二丁目６番 53 号　あきは４Ｆ・６Ｆ
　　　022（727）5181 代 表
　　　022（205）2551 制作企画部　直通
　　　022（718）5350
　　　　  senko.kato@kym.biglobe.ne.jp

出版の
ススメ。

書　籍 電子書籍

DVD

「詩歌集」「絵画集」「写真集」
　これまでに創作した詩歌、随想、絵画、写真を
１冊の本にしてみませんか。

「自分史」
　これまで歩んできたあなたの半生を、１冊の本にして
家族や友へ伝えてみませんか。

Tel 
Tel 
Fax
E-mail 

104号
発

行
／

公
益

財
団

法
人

　
宮

城
県

老
人

ク
ラ

ブ
連

合
会

　
〒

980-0011 仙
台

市
青

葉
区

上
杉

１
－

2－
3　

TE
L 022－

223－
1156  FA

X
 022－

223－
1161

MIYAGI県
老
連
だ
よ
り
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